
第４回は、４つのグループに分かれて、団地活性化の

ためのアイデアを整理し、最終的な目標や、「まずやっ

てみたいこと」について話し合いました。 

①  前回のふりかえり 
前回出し合った取組みアイデアを確認し、各テー

マ毎に目指す方向性を共有しました。 

②  話題提供・事例紹介 
これからの取組みを検討するための参考として、

団地内の民間事業者の取組みや、現在市が行ってい

る支援制度の一例を紹介しました。 

③ グループ分け 
取組みアイデアを４つのテーマに分類し、それぞ

れ興味があるテーマを選んで、４つのグループに分

かれました。 

④ これからの取組みについて考える 
選んだテーマごとに、取組みアイデアを整理し、

取組みを行うことによる最終的な目標や、「まずや

ってみたいこと」について話し合いました。 

⑤ 発表 
グループごとに話し合った内容を発表しました。 

⑥ まとめ・講評 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小山先生による講評 

【第5回ワークショップ】 団地での取組みの方向性を話し合おう！ 

日時：7 月 18日（木）19 時～21時  場所：宮川校区公民館 

皆様のご参加、ご意見お待ちしております！ 

※ワークショップとは・・・話し合いを通して、自由なコミュニケーションを行いながら、何かを作り上げていく手法の一つです 

 

第 4回ワークショップ 

日時：5 月 30 日（木）19 時～21時 

場所：皇徳寺校区公民館 

3．皇徳寺団地の魅力・課題とは？ 

4．誰にとって？？ 
第４回ワークショップの流れ 

号 

市では、若者から高齢者まで多様な世代が暮らす

活力ある団地づくりを目指して、３０年度からの約

３年間で、具体的な取り組みについて検討を進めて

います。 

今回は、５月３０日に開催した第４回ワークショ

ップの概要についてご紹介いたします。 

次回のお知らせ（※申し込みは不要で、初めての方でも気楽にご参加いただけます） 

 

第 

～団地活性化に向けてまずやってみたいことを考えました～ 

皇徳寺団地まちづくりニュース 

発表の様子 

4 
令和元年7月１日発行 
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グループワーク ～団地のこれからの取組みを考えよう！～ 

第３回ワークショップで出し合った団地活性化のための取組みアイデアを、グループご
とに「すぐに・将来的に」できるもの、「ひとりで・みんなで」できるものの２軸で分類
し、その取組みを行うことによる最終的な目標や、「まずやってみたいこと」について話
し合いました。 

みんなで 

ひとりで 

す
ぐ
に 

将
来
的
に 

第１グループ 近所づきあい・コミュニティ 

①朝活を始める 
 

③
取
組
み
の
情
報
を

発
信
す
る 

②世代間交流の 
取組みを始める 

④住民同士の支え
合いが生まれる 
 

①朝活 
・あいさつ運動 
・朝のラジオ体操 
・通学路の見守り 
・清掃活動 
 

③情報発信 
・ホームページをつくる 
・ＳＮＳで情報発信する 
・インスタ映えスポット 
・皇徳寺新聞をつくる 
・小学校の配布物を活用 
・メールマガジン 
・ケーブルテレビ 
・集う場（情報発信の場） 
 

④支え合い 
・高齢者の家事、買い
物支援サービス 

・高齢者宅で子供を預
かる取組み 

②世代間交流 
・若者が高齢者にパソコ
ン・スマホ講座 

・40、50 代の集まる場づ
くり 

・山形屋ショッピングプラ
ザの屋上でビアガーデン 

 

⑤少人数での 
活動を増やす 

⑥空き家を活用
したイベント 
 

⑤少人数活動 
・少人数でのグループ
活動を増やす 

⑥空き家活用 
・団地内の空き家を活
用したイベント 

①バスの調査 
・バスの実態調査 
（ダイヤ、ルート） 

・実際に乗ってみる 

③交通支援 
・広木駅までの直行便の導入（学生向け） 
・団地内を通る循環バスの導入（主婦・買い

物客向け） 
・谷山への直通バスの導入 
・バス以外の公共交通サービス 

第２グループ 生活の利便性 

みんなで 

ひとりで 

す
ぐ
に 

将
来
的
に ②テスト運行 

①バスの実態調査 

③民間・行政の連携
による交通支援 

④住民同士の支え合
いによる交通支援 

⑧住民の交流拠点 

⑥制度の見直し 

⑤問題点の共有 
 

⑥制度見直し 
・用途規制を緩和して

商業施設を誘致 
・団地規約の見直し 

 

②テスト運行 
・広木駅までの 
バスのテスト
運行 
 

④支え合い交通 
・住民同士の支え
合いによるボラ
ンティア交通 

・民間や幼稚園バ
スの活用 

⑤問題点の共有 
・住宅以外の建物調査 

 

⑧交流拠点 
・空き家、自宅の一部を開放 
・誰もが使えるフリースペース
（集会所）を地域で運営 

⑦買い物の工夫 
・団地内ポイントカード 
・高齢者の買い物支援 

 
⑦団地内で買い物 
しやすくする工夫 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①通学路の安全管理 
・小学生の登下校時のパトロ

ール、散歩しながら見守り 
・ボランティアで放課後に 
子供を預かる 
 

②子育て支援 
・子供たちがボール遊
びできるスペースを
公園内に確保 

・母親同士が子連れで
コミュニケーション
をとれる場づくり 

⑥社宅や学校 
・空き家を企業に社宅 
としてアピール 

・団地の活性化のため 
職業訓練校等を誘致 

第３グループ 子育て環境・暮らし（住まい）の環境 

みんなで 

ひとりで 

す
ぐ
に 

将
来
的

に 

①通学路の安全管理 
の取組みを始める 

②子育て支援の
仕組み作り 

⑤高校生向けのバス 
④同居・近居
等の支援 

⑤高校生向けのバス 
・学生向けバスのニーズ調査 
・広木駅までのバス便導入 
 

③公営住宅の活用 
・公営住宅の空き室を子育

て世帯向けの住宅とし
て活用（エレベーター設
置や駐車場を増設） 

・公営住宅を老人ホームと
して活用 

・高齢者が集まってご飯を
食べる集いの場（集会所） 
 

④同居・近居 
・行政による同居や近居
への助成制度 

③公営住宅の
空き室の活用 

⑥社宅や学校
の誘致 

今ある取組
みを活用 

①ブルーベリー等の管理・ 
確保 

・公園のオープンスペースで
ブルーベリーや栗、びわ、
山桃などを栽培 

・桜の木が枯れた場所に、子
供達と一緒にブルーベリー
等の植樹祭 

・木に札をかける（育ててい
る小中学生の名前や写真） 

⑤坂道の活用 
・坂に名前をつけトレーニングの場にする 
・小学生に名前を募集して人気投票する 
 

第４グループ 自然環境・生活環境 

みんなで 

ひとりで 

す
ぐ
に 

将
来
的
に 

①ブルーベリー等の 
管理・確保 

②地域資源の活用 

③地域のつながり
が強くなる 

⑤坂道の活用 

④豊かな自然環境 
の保全 

を適切に管理でき

③地域のつながり 
・ブルーベリーロードを活
用した世代間の交流イベ
ント 

・ブルーベリー狩りやバー
ベキュー、花見 

・草刈りや水撒きを通した
住民同士の交流 

・ホタルをみるイベントを
開催 

 

②地域資源の活用 
・小中学生からアイデアを募

集して、ブルーベリーを使
った商品開発 

・女性学級でジャム作り 
・PTA バザーでジャムを販売 
・町内会等の新規入会者に 
ブルーベリーをプレゼント 

④自然環境の
保全 

・公園の管理 
・樹木の管理 
・ペットの糞を 

持ち帰る 

⑥生活の利便性 
・住民同士の支え合いによる高齢者向けのゴミ出しサービス 
・市営住宅の駐車場をシェアパーキングとして活用 
 

⑥生活の利便性向上 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定 

今年度は、ワークショップを５回程度予定しています。地域の皆様と意見交換を行いながら、

団地の活性化に向けた「具体的な取組み」について検討していきます。 

平
成

年

月

日
（
火
） 

時
～

時

分 

「
大
学
生
と
皇
徳
寺
団
地
の
未
来
に 

つ
い
て
考
え
る
」 

第１回 

平
成

年
２
月

日
（
金
） 

時
～

時 

「
団
地
の
魅
力
や
問
題
に
つ
い
て 

話
し
合
お
う
！
」 

第 2回 

平
成

年
３
月

日
（
月
） 

時
～

時 

「
団
地
を
こ
う
し
た
い
！ 

何
が
で
き
る
か
考
え
よ
う
」 

第 3回 

昨年度 

  
今年度 

  

(計 5 回 

程度) 

  ・
取
組
み
の
実
施
体
制
の
検
討 

・
取
組
み
の
進
め
方
の
検
討 

来年度 

 

・
具
体
的
な
取
組
み
の
実
施 

2 回程度 

令
和
元
年
５
月

日
（
木
） 

時
～

時 

「
団
地
の
こ
れ
か
ら
の
取
組
み
を 

考
え
よ
う
！
」 

第 4回 

令
和
元
年
７
月

日
（
木
） 

時
～

時 

「
団
地
で
の
取
組
み
の
方
向
性
を 

話
し
合
お
う
！
」 

第 5回 

はじめの一歩を踏み出すために 

○ 鹿児島市 都市計画課（担当：井上
いのうえ

、諏訪
す わ

田
だ

、宮
みや

） 

連絡先：０９９－２１６－１３７８ ＦＡＸ：０９９－２１６－１３９８ 

メール：toshikeikaku@city.kagoshima.lg.jp 

○ ランドブレイン株式会社 鹿児島事務所（業務受託事業者） 

   連絡先：０９９－２１０－９０９１（担当：大脇、岩切） 

 

【生活の利便性】 

・バスの実態調査 

（実際に乗ってみる） 

【近所づきあい・コミュニティ】 

・あいさつ運動 

・朝のラジオ体操 

・通学路の見守り 

・山形屋ショピングプラザでビア

ガーデン 

・ＳＮＳで情報発信 

【自然環境・生活環境】 

・ブルーベリーや栗、びわ等

の植樹 

・子供達と一緒に植樹 

・ブルーベリージャム作り 

【子育て環境・暮らし（住まい）

の環境】 

・小学校の登下校時のパトロール、

見守り 

・学生向けバスのニーズ調査 

今回のワークショップでは、「取組みアイデア」を整理し、団地活性化のために「まずやっ

てみたいこと」を共有しました。次回のワークショップでは、まずやってみたいことの具体的

な取組み内容について、グループに分かれて話し合いを行います！ 

■検討スケジュール（ワークショップ等） 


